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仮置場に起因する周辺への放射線影響評価

○野村直希、西内征司 （福島県環境創造センター）

1．目的及び構成 

現在、福島県内において除染により発生する除去土壌等は、仮置場や現場保管場所で保管され、今後、

中間貯蔵施設へ搬出することとなっており、これに係る安全な搬出作業の実施及び搬出作業までの間の

安全な仮置場等の管理が求められている。そこで、実際に設置されている仮置場の情報を収集しつつ、福

島県内に設置されたモデル的な仮置場の安全評価を行った。 

2．実施結果 

2.1 仮置場の現地調査 

仮置場の安全評価を実施するのに先立ち、必要な情報を得るため、県内の代表的な 11 の仮置場におい

て、空間線量率、大気中の粉じん濃度及び放射性セシウム濃度について調査した。また、調査を実施した

11 か所の仮置場のうち、6 か所において除去土壌等を採取し、放射性セシウム濃度を測定した。 

2.2 モデル的な仮置場の安全評価 

現地調査及びその他福島県内に設置された仮置場に関する情報から、モデル的な仮置場を設定し、平常

時および事故時について安全評価を行った。 

2.2.1 平常時の放射線影響について 

平常時の評価では、吸入被ばく及び外部被ばくについて評価を行った。その結果、保管物との距離を適

正に保つ又は遮へいすることで、近隣住宅の居住者への追加被ばく線量が 1 mSv/year を十分に下回る試

算結果となった。 

2.2.2 事故時の放射線影響について 

評価は、放射性物質の飛散・流出及び水系への放射性物

質の放出の経路について評価を行った。 

水系への放射性物質の放出経路の評価結果について以下

に示す。現在、除去土壌等はフレキシブルコンテナなどの

容器に入れて保管され、かつその上部及び下部には遮水

シートを設置するのが一般的である。ここでは、仮にこれ

らの防護が機能しないケースを想定し、評価を行っ

た。その結果、図 1 に示す通り、地下水の汚染による

放射線影響は小さいことが示唆された。 

3．まとめ

県内 11 か所の仮置場にて調査を行い、その結果、保管物から発せられる放射線は十分に低減されてお

り、かつ放射線影響を考慮するレベルでの仮置場からの粉じんの放出がないことを確認した。また、安全

側に立ったパラメータを設定し、仮置場にて事故が生じた際の放射線影響を試算した結果、仮置場に起

因する周辺住民等への放射線影響は十分に低いことが示唆された。 

規模 20ｍX20mX2m

放射能濃度*2

(H 27 年 4 月時

点) 

Cs134：4000 Bq/kg 

Cs137：15000 Bq/kg 

保管形式 地上型 

周辺状況
評価点：距離 10m、1m 高

さ 

注：設置当初に 10%のフレキシブルコンテナが破損して放射性セシウ

ムが地下水へと流出し続け、さらに 3 年後からは毎年 10%割合で

フレキシブルコンテナの破損が増加していくことを想定した。

図 1 事故時の水経路での被ばく線量の計算例

S7-2

- 29 -




